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ビジョン策定までの流れ

市民ワークショップ
職員ワークショップ

アンケート調査ビジョン
策定委員会

基礎調査

阿久根市再生可能エネルギービジョンの策定

再生可能エネルギー
賦存量調査

エネルギー
需要量調査

国・県の動向調査

第１回
（Ｈ２８．１０．２４）

第２回
（Ｈ２８．１１．２５）

第３回
（Ｈ２９．１．２５）

第４回
（Ｈ２９．３．１３）

市街地・赤瀬川
地区

大川地区

西目地区

山下地区

鶴川内地区

折多地区

脇本地区

生徒
（中学校・高等学校）
※出前講座の併催

事業者

市民

地域資源，市民の認識・想いの把握専門家の知見 現状把握
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ビジョン策定にあたって１ 1-1 背景・目的

本市では，１０年間の計画として第５次総合計画が平成２２年１１月に策定され，
あるべきまちの姿として，自然と人間，人と人の良好な関係をさらに深めた「自然と
人が共生するまち」を掲げている。

本市の財産である豊かな自然と，自然からの恵みを将来にわたって享受し続ける
ため，平成２７年１２月策定の「笑顔あふれる阿久根市まち・ひと・しごと創生人口ビ
ジョン及び総合戦略」において，本市の目指すべき将来の方向の一つとして「阿久
根でお金やエネルギーを含む地域資源の地産地消が進み，自然と人が共生した快
適で住みやすいまちができている」と定めた。

本市の恵まれた環境を次世代にバトンを渡していく取組だけでなく，人々の快適な
生活環境を構築していく取組も併せて推進することを目指している。

本ビジョンは，阿久根に住む人々が，将来にわたって笑顔で健やかに自分らしい
生活を送りつつ，本市に存する地域資源を最大限利活用し，エネルギーの地産地
消による地域内にて持続可能な自立循環型社会※１の構築を目指すものである。

※１ 自立循環型社会：「循環型社会」とは大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会に代わるものとして提示された概念である。循環型社会基本法では，「天然資源の消費が抑制され，
環境への負荷ができる限り低減された社会」としている。本ビジョンでは，「循環型社会」の概念を拡げ，「地域外からの新たな資源の投入を最小限にすると同時に，地域外への資源・資
金の流出を最小限に抑えた社会」として「自立循環型社会」を定義している。



 エネルギー需要量（全体） ※熱量換算

部門の比率 エネルギー種別の需要量の合計値，及び比率

1-2 阿久根市のエネルギー需要量

※３ ガソリン及び軽油は，各部門の全体割合を按分して算出
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単位：GJ※２/年
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※２ ＧＪ：ギガジュール。熱量の単位。１ＧＪ＝１×１０９Ｊ

ガソリン※３ 軽油※３ 灯油 A重油 小計 LPG 都市ガス 小計

(85,154) (51,446) 6,522 125,785 132,307 4,019 3,305 7,324 477,918 617,549 30

農林水業 (26,445) (15,434) 3,347 113,250 116,597 1,237 169 1,406 73,781 191,784 9

建設・鉱業 (19,347) (12,004) 2,834 2,682 5,516 24 1,058 1,082 133,708 140,306 7

製造業 (39,362) (24,008) 340 9,853 10,193 2,758 2,077 4,836 270,430 285,459 14

民生部門 (134,487) (82,314) 20,349 52,947 73,296 60,503 43,906 104,409 797,614 975,318 48

家庭 (79,131) (48,016) 5,692 5,692 53,981 5,316 59,297 508,875 573,865 28

業務 (55,357) (34,297) 14,657 52,947 67,604 6,522 38,589 45,112 288,738 401,454 20

運輸部門 (63,446) (37,727) 454,575 5,546 5,546 460,121 22

合計 283,088 171,487 26,871 178,732 660,178 70,068 47,210 117,279 1,275,532 2,052,988 100

割合(%) 14 8 1 9 32 3 2 6 62 100

電力 合計
割合
(%)

部門
石油 ガス

産業部門
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製造業
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30%
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二酸化炭素排出量

（単位：t-CO2/年）

 二酸化炭素排出量（全体）

部門の比率 エネルギー種別の比率
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※４ ガソリン及び軽油は，各部門の全体割合を按分して算出

単位：t-CO2/年

ガソリン※４ 軽油※４ 灯油 A重油 小計 LPG 都市ガス 小計

(5,654) (3,496) 442 8,718 9,161 237 160 398 27,994 37,553 30

農林水業 (1,879) (1,162) 227 7,849 8,076 73 8 81 4,322 12,479 10

建設・鉱業 (1,244) (769) 192 186 378 1 51 53 7,832 8,263 7

製造業 (2,531) (1,565) 23 683 706 163 101 264 15,841 16,810 13

民生部門 (8,653) (5,350) 1,381 3,670 5,050 3,573 2,128 5,701 46,721 57,473 46

家庭 (5,065) (3,131) 386 386 3,188 258 3,446 29,808 33,640 27

業務 (3,588) (2,219) 994 3,670 4,664 385 1,871 2,256 16,913 23,833 19

運輸部門 (4,674) (2,890) 30,717 328 328 31,045 25

合計 18,982 11,736 1,823 12,388 44,928 4,138 2,289 6,427 74,715 126,070 100

割合(%) 15 9 1 10 36 3 2 5 59 100

電力 合計
割合
(%)

産業部門

部門
石油 ガス



■再生可能エネルギーの定義

1-3 阿久根市の再生可能エネルギー期待可採量
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再生可能エネルギーとは，「エネルギー供給事業者による非化石エネルギー源の利用及び化石
エネルギー原料の有効な利用の促進に関する法律」で「エネルギー源として永続的に利用すること
ができると認められるもの」として，太陽光，風力，水力，地熱，太陽熱，大気中の熱，その他の自
然界に存する熱，バイオマスが規定されている。

再生可能エネルギー

新エネルギー

発電分野 熱利用分野
再生可能エネルギーの普
及，エネルギー効率の飛躍
的向上，エネルギー源の多
様化に資する新規技術で
あって，その普及を図ること

が特に必要なもの

革新的な
エネルギー
高度利用技術

大規模水力発電，海洋エネルギー

バイオマス燃料製造

太陽光発電

風力発電

バイオマス発電

中小規模水力発電

地熱発電※

太陽熱利用

温度差熱利用※

バイオマス熱利用

雪氷熱利用※

クリーンエネル
ギー自動車

天然ガスコージェ
ネレーション

燃料電池

太陽光パネルで発電

風車を回して発電

動植物などの有機物で発電

河川や水路で発電

80～150℃の蒸気や熱水で発電

太陽熱を給湯や冷暖房に利用

様々な温度差を冷暖房等に利用

動植物などの有機物をボイラー
燃料等に利用

雪や氷を冷房や冷蔵に利用

電気，ハイブリッド自動
車など走行時のCO２の
排出を抑制

発電の際に発生する熱
を給湯や暖房に利用

水素と酸素を化学反応
させて発電

動植物などの有機物で自動車等の燃料製造
（バイオディーゼル燃料など）

※ 地熱発電，温度差熱利用，雪氷熱利用については，本市の期待可採量推定の対象外とした。 資料：NEDO技術開発機構「新エネルギーガイドブック2008」



■再生可能エネルギー期待可採量
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※５ バイオマス発電・熱利用
: バイオマス（再生可能な生物由来の有機性資源で化石資源を除いたもの）資源のうち，
50%をバイオマス発電として利用し，50%をバイオマス熱利用として利用することを想定

電力
（MWh/年）

熱
（GJ/年）

太陽光発電 63,414 - 632,233 37,033

陸上（大型） 108,274 - 1,079,492 63,232

陸上（小型） 19,815 197,556 11,572

洋上（大型） 78,840 - 786,035 46,043

木質系 22,656 - 225,883 13,231

農業・草本系 124 - 1,234 72

畜産ふん尿系 1,100 - 10,963 642

河川 2,579 - 25,713 1,506

農業用水路 290 - 2,891 169

太陽熱 - 40,706 40,706 2,793

木質系 - 367,032 367,032 25,173

農業・草本系 - 2,006 2,006 138

畜産ふん尿系 - 17,231 17,231 1,182

297,091 426,974 3,388,974 202,786

165.1%

232.2%

阿久根市におけるエネルギー需要量に対しての再生可能エネルギー比率

阿久根市における電力消費量に対しての再生可能エネルギー（発電分）比率

計　（電力量、熱量）

CO2換算量
(ｔ-CO2)

バイオマス

熱利用
※５

風力発電

再生可能エネルギー
熱量換算値
（GJ/年）

熱
利
用

中小水力発電

期待可採量

発
電
利
用 バイオマス

発電
※５
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将来ビジョン２

【目指す将来像】

お金やエネルギーを含む地域資源の地産地消が進み，
自然と人が共生した快適で住みよい

「すん，くぅ，そだッ，よかあんべ」※６なまち，あくね

今の子どもたちや孫たちが，
将来もずっと暮らし続けたいと思える，

笑顔と自然があふれる美しい「あくね」を支えるまちづくり

2-1 目指す将来像

※６ 「すん，くぅ，そだッ，よかあんべ」：「住む，食べる，育てるには，いい塩梅の場所」を阿久根地方の方言で表現したもの。



2-2 再生可能エネルギー導入の基本方針

基本方針１

経済的に自立可能な，事業性のある
再生可能エネルギーの導入促進と
徹底した省エネルギーの推進

基本方針２
地区単位で身近にある自然資本を
活用した，小型・小規模分散型の
再生可能エネルギーの導入促進

基本方針３
市民一人ひとりが「自分ごと」として
関わる再生可能エネルギー事業
への参画

• 「再生可能エネルギーの先進地＝阿久根」を目指し，
自然資源を最大限に活用した取組の促進

• 再生可能エネルギーに関連する地域産業の振興や人材の
育成とともに，地域の雇用創出に貢献する取組の促進

• 徹底した省エネルギーの推進

• 「分散型」再生可能エネルギーの特徴を生かした身近な
ところへの導入の促進

• 非常時に応急・復旧作業の継続や避難生活支援が
可能となるよう，防災拠点・避難施設となる公共施設，
コミュニティ施設への設備導入の促進

• 阿久根市内のエネルギー供給システムの構築

• 市民，事業者の主体的な再生可能エネルギー設備の導入
促進とともに，地域参画型の新たな仕組みによる
再生可能エネルギーの普及

• 再生可能エネルギーに関する意識啓発活動

• 子どもたちへの環境教育（阿久根大島の活用）

• 市民・事業者の参画を促し「小さな行政」を推進

9



2-3 ビジョン体系
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＜阿久根市再生可能エネルギービジョンの体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. あらゆる人々の活躍の推進 

ＥＳＤ (持続可能な開発のための教

育)・環境教育の推進 

2. 健康・長寿の達成 

3. 成長市場の創出，地域活性化， 

科学技術イノベーション 

農林水産業の成長産業化 

（森林資源の循環利用，国産材の 

供給体制構築，漁業・養殖業の 

持続可能・高収益化への転換， 

水産物の加工・流通・消費の拡大 

推進），農山漁村振興 

4. 持続可能で強靭な国土と質の高いインフラの整備 

「都市のコンパクト化と，周辺等の交通ネットワーク

形成」の推進 

5. 省・再生可能エネルギー，気候変動対策， 

循環型社会 

再エネの導入促進，徹底した省エネの推進， 

農山漁村の振興のための再エネ活用の推進， 

省エネ型資源循環システムの構築支援 

6. 生物多様性，森林，海洋等の環境の保全 

持続可能な森林経営の推進 

7. 平和と安全・安心社会の実現 

8. SDGs実施推進の体制と手段 

【 再生可能エネルギー導入プロジェクト（地区別） 】 

【導入推進体制】 

行政が主導し，市民・事業者が主体的に再生可能エネルギー導入の取組を展開できるように推進する 

【 本市にある資本 】 

自然資本 人工資本 人的資本 社会関係資本 

【 目指す阿久根の将来像 】 

お金やエネルギーを含む地域資源の地産地消が進み，自然と人が共生した快適で住みよい「すん，くぅ，そだッ，よかあんべ」なまち，あくね 

【基本方針１】 

経済的に自立可能な，事業性のある再生可能 

エネルギーの導入促進と徹底した省エネルギーの推進 

【基本方針２】 

地区単位で身近にある自然資本を活用した， 

小型・小規模の再生可能エネルギーの導入促進 

【基本方針３】 

市民一人ひとりが「自分ごと」として関わる 

再生可能エネルギー事業への参画 

【ライフスタイル・暮らし】 
豊かさを感じるまち 

 
多世代が心豊かで 

静かな暮らしを送れるまち
が成り立っている 

【地域】 
つながりのあるまち 
人々がつながり， 

地域にある資源を活かした
地産地消の仕組みが 

成り立っている 

【環境】 
自然を生かすまち 

 
豊かな自然ときれいな環境
の中で自然の恵みを享受
したまちが成り立っている 

【産業】 
身の丈にあったまち 

 
豊かな自然と経済が持続
可能な形で両立したまちが

成り立っている 
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木質ボイラー
竹ボイラー

燃料電池車
電気自動車

廃棄物
バイオマス
熱電併給

木質バイオマス
熱電併給

地域全体での省エネ化

2-4 2030年の阿久根の地域エネルギーイメージ

洋上風力発電

小型風力発電

太陽光発電

小水力発電

風力発電

温水プール
の利用

建物の
給湯・冷暖房

ビニールハウス
の冷暖房

住宅の
給湯・冷暖房

：エネルギーを創る

：エネルギーを使う

太陽熱利用

：自然資本太陽

風

川

竹

木

海

家畜 環境教育

BDF利用※７

※７ ＢＤＦ（Ｂｉｏ Ｄｉｅｓｅｌ Ｆｕｅｌ）:バイオディーゼル燃料。油糧作物（なたね，ひまわり，パーム）や廃食用油といった油脂等を原料として製造する軽油代替燃料。
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2-5-1 地区別の意見集約 【脇本地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本

人工資本

人的資本

社会関係資本

• スターゼン（屠場）
• サーフィン，釣り
• 戸柱公園
• おれんじ鉄道

• 遠見ヶ岡緑地
• 鶏ふん等の堆肥化・販売
• 産業廃棄物（牛糞）の活用

• 水素自動車，電気自動車，太陽光
自動車の普及

• ソーラー自動車の巡回バス
• 電気自動車の無料レンタル
• バイオマス発電産業の創出
• 隼人小学校にペレット工場を整備

• 安らぎ
• 自給自足しやすい
• 文化・祭・伝統芸能
（寺島宗則，
みどこい祭り，方言）

• 高齢者の知恵
• 人が優しい，人を受け入れる寛容さ
• 良い人間関係（華の５０歳組）

• 自然，海，海岸，気候，
夕日・空気がきれい

• キビナゴ，牛，文旦，タケノコ
• 海水浴場
• ウミガメ

• 昔のエネルギー
（木炭バス，薪ストーブ，
薪で風呂・ご飯を炊く）

• 風力（潮風，笠山）
• 海洋エネルギー（黒之瀬戸の
潮流，潮力，脇本海岸の波力）

• 水力（海，川） ，雨水
• 小水力（田，用水路，新田川）
• 太陽光
• 木質バイオマス（竹・廃材，
雑草，枯れ葉，間伐材利用）

• 八代海からの北風
（小型風力発電）

• 省エネ，ゴミ減量・分別

• 地元でエネルギーが循環
• 各戸が再エネ発電所になる
• 公共施設の電気は自家発電
• 再エネ普及により公共料金
の負担減，電力で納税

• 自由に電気が使える暮らし • 「自然に優しいまち」をPRし
Iターン増

主に活用していく
地域エネルギー資源

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

【重点プロジェクト】
有機系廃棄物(生ごみ・畜糞)
バイオガス※８導入プロジェクト

太陽光 水力 風力 バイオマス

※８ バイオガス:メタン発酵において発生する，メタン，二酸化炭素を主成分とするガスのこと。
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2-5-2 地区別の意見集約 【折多地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本

人工資本

人的資本

社会関係資本

• （昔）囲炉裏，釜戸
• 堆肥

• 電線の地中化
• 燃料電池車の普及
• 行政主導による
メガソーラーの設置

• 雇用の増加
• 木こりが儲かる時代に
• 再エネで収益化

• 折口海岸

• （昔）菜種油を天ぷら油や
灯として利用

• （昔）学校から帰宅後に山に
行き，雑木・枝木・竹を拾い
風呂を沸かしていた

• 荒地・耕作放棄地，雑木
• 太陽光

• 山の整備
• 食料自給率が100%

• 日常の省エネ取組
• （将来）自宅で仕事ができる

• 昔の生活に戻す
• 電気代がかからないまち
• 自立した行政

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

主に活用していく
地域エネルギー資源

太陽光 風力 バイオマス
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2-5-3 地区別の意見集約 【市街地・赤瀬川地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本

人工資本

人的資本

社会関係資本

• 美しい夕日
• 海・空気・自然がきれい
• 自然（海・里・川・山）
に恵まれている

• 食べ物（海の幸・山の幸，
華アジ，生ウニ，伊勢エビ，
文旦）

• ウミガメが上陸する町

• 華の５０歳組
（地域への愛，横のつながり）

• 漁業が盛ん • 文化・祭・伝統芸能（阿久根七不思議，
神舞（波留地区） ，赤瀬川六尺棒踊り，
えびす祭り，ハンヤ節，浜区相撲甚句，
密貿易の歴史）

• 荒れた田畑・山・竹の
バイオマス活用

• 動物（牛・馬等）の活用
• 水力（赤瀬川，高松川）
• 海洋エネルギー（波力）

• 昔のエネルギー
（五右衛門風呂，釜戸，囲炉裏）

• 食品・畜産廃棄物の
バイオマス活用
（生ゴミ，雑草，廃材，廃油）

• 梅の里（物産館）に小水力発電
• 国道3号の騒音をエネルギー化
• 空家・空地の再エネ活用
• 菜の花（遊休農地に植え菜種油を
搾る），遊休農地の活用

• 節電・節約，リサイクル活動の実施
• 人任せでなく，自分でやる
• 人材育成（環境教育）
• 市民全員が再エネに出資
• 環境学習と併せ，学生が再エネ推進
組織の運営を手伝う仕組みの導入

• 阿久根で自給・自立
• 再エネを含めた地域資源の話し合い
• 各戸で自家発電が普及
• 売電収入により医療費半減，税ゼロ
• 地域熱源会社を設立

• 外灯のLED化
• 温水プールへの熱利用，断熱対策
• 昔の生活に戻す
• エネルギー代として域外に流れる
お金を少なくして域内の雇用に
つなげる

• 第一次産業が伸びる
• 旧阿久根高校跡地に温浴施設

主に活用していく
地域エネルギー資源

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

【重点プロジェクト】
総合体育館・温水プールへの
木質バイオマス導入プロジェクト

太陽光 水力 風力 バイオマス
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2-5-4 地区別の意見集約 【鶴川内地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本

人工資本

人的資本

社会関係資本

• 廃棄物（生ゴミ，し尿，肥だめ）
• 畜産（豚）
• 高松ダム
• 廃プラの活用（廃プラから油を
抽出する油化装置の導入）

• 遊休地の活用
（アブラギリの植栽）

• 節約・節電
（農場倉庫の屋根に散水）

• 薪でご飯を炊く
• 小水力発電の温浴施設
• 小水力発電による防犯灯，
鹿除け電気柵の設置

• 豊かな自然，夕日
• 美味しい食物（海の幸・山の幸，
生ウニ，タケノコ，柑橘，文
旦），水，焼酎

• 四季が日常にある
• 癒される空気
• 海水浴場がある
• 高松川流域の景色が美しい

• 太陽光
• 木質バイオマス（木材，木の葉，
ワラ，草，菜種，廃材）

• 風力
• 小水力（横座トンネルの水利用）
• 金山での小水力発電
• おとんぼの滝（小水力発電）

• 休耕田・空地への再エネ活用
• 竹山・杉山等のチップ化，
バイオマス発電用のペレット加工

• 行政主導による，豊富な資源の
エネルギー化の検討

• 人情の温かさ
• ３０１０運動
• 人とのつながり（華の５０歳組）
• 顔見知りが多い，顔が見える関係，
物々交換ができる

• 昔のエネルギー（薪，炭，練炭）
• 昔 水車で精米

• 各戸にて太陽光・
風力発電の普及推進

• 気持ち(心)の通い合うまち，
互いが助け合うまちへ

• 人材育成（環境学習）
• 市民への意識啓発活動
• 勉強会の開催

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

• 高津宮神社（12月2日祭）

主に活用していく
地域エネルギー資源

【重点プロジェクト】
環境教育向け

小水力発電事業プロジェクト
（高松川）

太陽光 水力 風力 バイオマス

【重点プロジェクト】
未利用材（バーク・竹材等）
バイオマス導入プロジェクト



16

2-5-5 地区別の意見集約 【山下地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本

人工資本

人的資本

社会関係資本

• みなと町

• 畜産バイオマス（堆肥）

• 再エネで職が生まれる
• 電気自動車・水素自動車の普及
• 太陽光による電気自動車の開発
• 食の自給率100%

• 環境が良い
• 自然，海，魚

• のんびりとしたところ
• 挨拶がある，人間関係が良い
• 文化・祭・伝統芸能
（莫弥氏の墓）

• 昔のエネルギー
（停電時はロウソクを使用，
山から木を持ってきていた，
一家に一頭家畜がいた）

• 耕作放棄地の活用
• 風（城山の風，海沿いの風）
• 太陽光
• 木質バイオマス
（竹，落ち葉，山林，倒木）

• 水力（山下川，折口川，
おとんぼの滝）

• 海洋エネルギー（波力発電）

• 全家屋で太陽光発電・
家庭用風力発電の設置

• 売電収入による電気代ゼロ
• 電線の地中化

• ゴミの分別化
• 省エネ（二重窓）

• 再エネ（小水力，バイオマス）
発電施設の設置

• 荒地・荒山が無くなる
• リアル「ジブリの森」になる

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

主に活用していく
地域エネルギー資源

【重点プロジェクト】
環境教育向け

小水力発電事業プロジェクト
（尾崎公民館）太陽光 水力 風力 バイオマス
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2-5-6 地区別の意見集約 【西目地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本

人工資本

人的資本

社会関係資本

• 番所丘公園

• 空家
• 廃棄物（食物残さ，
水産加工の残さ，畜産廃棄物）

• 資源（プラスチック，
ペットボトル等）

• 番所丘公園にて風力発電

• 市民出資による電力会社の設立
• 再エネ（小水力，太陽光，
風力）発電施設の設置

• 廃棄物の再利用

• 豊かな自然
• 山・川・海がきれい
• 景観が良い
• 東シナ海の夕日
• きれいな海岸（大川島）
• 美味しい食物
（海の幸・山の幸）

• タケノコ，文旦

• 人情がある，人が優しい
• 郷土愛
• 人と人とのつながり
（華の５０歳組）

• 文化・祭・伝統芸能
（旧暦３月１０日祭，ひな女祭
り，かま踊り）

• 太陽光・熱
• 海洋エネルギー
（波，潮の流れ）

• 風（海風，北風）
• 木質バイオマス
（木材，薪，竹，雑草） ，炭

• 畜産（牛，馬）
• 節電，節約，ゴミの分別・減量化
• 市民意識への働きがけ（講演・
学習機会の設定，クールビズ）

• 集落での共同太陽光発電の設置
• 地域で作られたエネルギー活用
• エネルギーの地産地消への投資の
仕組み

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

主に活用していく
地域エネルギー資源

太陽光 風力 バイオマス
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2-5-7 地区別の意見集約 【大川地区】

経
済
的
な
価
値

社
会
的
な
価
値

地域

自然資本人工資本

人的資本

社会関係資本

• 道の駅，薬師様

• バイオマス(廃棄物，生ゴミ，
木質，農業用飼料，雑草)

• 振動発電
• 空家の活用

• 道路沿いに花を咲かせる
• 全公共施設の再エネ化
• 民間事業者との連携

(A-Zのバスとの連携)
• 小水力発電の観光利用
• 新築の設置条件として
太陽光パネルが必須になる
（一家に1台太陽光発電）

• 「水運都市あくね」
• 電気自動車の普及
（ガソリン車ゼロ）

• 蓄電池の導入

• 自然が豊か
• 空気が良い
• 風景が素晴らしい
• 平山石の水

• 暮らしやすいこと

• 強い風（海風）
• 耕作しにくくなった畑の草木
• 河川（大川川，尻無川
の水流）

• 海洋エネルギー（波力）
• 地熱発電
• 空地を活用した太陽光発電
• 水路での水車や小水力発電の導入

• 昔のエネルギー
（ランプ，ロウソク，薪，炭）

• 昔は自給自足が基本
（食・エネルギー）

• 家庭からの廃油の活用

• 市民で資源・エネルギーを分け合う
• 行政主導によるエコ運動の推進
（ポイント制度，公共交通機関の利用）

• 自家発電により自動車燃料代がゼロ
• エコビレッジ（食・エネルギーの
地産地消100%のまち)

• 省エネ・節電（再エネ比率を高める＋
使用電気の総量を減らす）

• 電気代が要らない地域へ • 再エネ（木質バイオマス，
小水力）発電施設の設置

：大切・誇りに思うこと ：エネルギー資源
：将来の再エネ活動，
阿久根の将来像

主に活用していく
地域エネルギー資源

太陽光 水力 風力 バイオマス
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ロードマップ３

※９ ロードマップ：本市の将来像の実現に向けて実施すべきことを時系列で整理したもの。

※９

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自給率50％実現 

市 

県 

国 

世界 

2020年 

【第1期】2016～2030年度 

地方創生総合戦略の目標達成，その後，ポスト地方創生総合戦略としての位置づけ 

市内７地区の再エネプロジェクトの実現 

【第 2期】2031～2060年度 

住民自治100％実現 

地域がエネルギー的に自立 

【第 3期】2061～2090年度

自然と共生した自立循環型の先進都市 

市民一人ひとりがエネルギー的に自立 

域
内
資
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率 

50% 

100% 

2016 年 

エ
ネ
ル
ギ
ー
ご
と
の
導
入
展
開
イ
メ
ー
ジ 

総合戦略（2015～2019年度） 

・ 自給率17％ 

・ 小規模分散型モデルケース

をつくる 

2020 年 

・ 自給率100％以上実現 

・ 域内エネルギーフリー実現 

鹿児島県再生可能エネルギー導入ビジョン（2014～2020 年度） 

2018 年 

・ 自給率 27％実現 

・ ゴミのゼロエミッション 

＜短期：3年以内＞ 

できることから行動開始 

小規模な再エネ設備導入（教育，防災・防犯的視点） 

＜中期：5年以内＞ 

地産地消の道筋の明確化 

再エネ施設の稼働 

＜長期：15年以内＞ 

再エネ施設の導入拡大 

市民参画の拡大 

＜短期＞ 

10年 

＜中期＞ 

10年 

＜長期＞ 

10年 

＜短期＞ 

10年 

＜中期＞ 

10年 

＜長期＞ 

10年 

環境基本計画（2015～2019年度） 

10% 

2030 年 

COP21「パリ協定」：日本の排出ガスを 2030年までに2013年比で26%削減 

2030アジェンダ：持続可能な開発目標（2015～2030年） 

人口ビジョン及び総合戦略（2015～2060年）  目標人口12,600人    ※2060年の人口＝8,809人と推計 

2040 年 2050 年 2060 年 2070 年 2080 年 2090 年 

・ 新技術の普及 

・ 家産家消へ 

地域状況，技術動向に合わせた再エネ導入展開 新技術導入及び市民一人ひとりの再エネ化 

有機系廃棄物バイオガス：脇本地区以外での，水産（加工残さ），農業残さ，食品残さ，ゴミ，し尿等の活用 

風力発電：海岸線沿いでの風力発電の導入 

小水力発電：高松川（鶴川内地区）ほか落差のある場所，需要施設・電柱のそば（地域公民館，防犯灯，地域見守りシステム等の電力として），蓄電池への貯留（非常用電源として）  

8．防災拠点施設への再エネ・省エネ・蓄エネ導入プロジェクト：太陽光発電：民間建物，公共施設（小中学校等），駅の屋根・屋上・壁面，市内全域の未利用地，各区の所有地等（地域公民館，防犯灯，地域見守りシステム等の電力として），蓄電池への貯留（非常用電源として），太陽熱利用：熱需要のある施設の屋上等 ※景観等配慮 

小規模風力発電：駅，公共施設等周辺（本市の自慢のモニュメントとして＋災害対策設備としての導入）※要風況調査，景観等配慮 

公共交通機関の再生可能エネルギー化（肥薩おれんじ鉄道の電化，燃料電池バスの導入等） 

短期：3年以内 中期：5年以内 長期：15年以内 短期：10年 中期：10年 長期：10年 短期：10年 中期：10年 長期：10年 

水素発電：※将来的な技術として位置づけ 

▼想定事業での自給率の推移 

2．総合体育館・温水プールへの木質バイオマス導入プロジェクト：木質バイオマス熱電併給設備を導入し，発電および熱供給（ボイラーの場合は熱供給のみ）を行う 

１．ＢＤＦ導入プロジェクト：回収した廃油によりBDFを製造して公用車等への利用を推進して燃料循環利用システムを構築 

2050年までに80%削減 

５-1．環境教育向け小水力発電事業プロジェクト：尾崎公民館（もしくは周辺）に「ピコ水力」発電機を設置し，小学校周辺の防犯灯，小学生の学習教材として活用 

３．未利用材（バーク・竹材等）バイオマス導入プロジェクト：未利用のバーク（樹皮）をエネルギー利用することで資源を有効活用 

５-2．環境教育向け小水力発電事業プロジェクト：高松川の鶴川内小学校付近へ1kW程度の水力発電機を設置。小学校周辺の防犯灯，小学生の学習教材として活用 

４．有機系廃棄物(生ごみ・畜糞)バイオガス導入プロジェクト：鶏糞，牛糞等 混合原料によるバイオガス事業 

6．阿久根大島再エネ（太陽光・小風力発電）導入プロジェクト：宿泊棟（A棟・B棟）の屋根に太陽光発電，宿泊棟横のスペースに小形風力発電機1基を設置し，施設への電力供給を行う 

＜ロードマップ＞ 

工業化前と比して世界の平均気温の上昇を２℃を十分に下回る水準に抑制し，1.5℃以内に抑えるよう努力する 

今世紀後半（2050～2100年）に人為的な温室効果ガスの排出を実質ゼロ（ゼロエミッション） 

時
期 【第 1期】2016～2030年度 

・ 自給率80％実現 

・ CO2の 

ゼロエミッション 

・  

7．環境教育・啓発活動プロジェクト：市内全域で身近に感じられる再エネ設備（太陽光発電，小水力等）の整備推進，課外活動の一環として外部の講師を招いた講演会や勉強会等を開催等 

潮力発電：黒之瀬戸等，波力発電：海岸沿い ※現時点では，技術実証中なので将来的な技術として位置づけ 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

そ
の
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ロードマップ 

2016 2018 2020 2030 2040 2050 2060

2,017,118 2,001,058 1,984,998 1,867,828 1,754,694 1,641,170 1,552,729

214,439 342,450 538,390 911,351 1,091,848 1,308,444 1,452,842

11% 17% 27% 49% 62% 80% 94%③エネルギー自給率（②/①）

年度

②再生可能エネルギー（GJ)

①エネルギー需要量（GJ)

【第2期】2031～2060年度 【第 3期】2061～2090年度 



湿潤系バイオマス

市内全域
１．BDF ※１０

導入プロジェクト

２．総合体育館・
温水プールへの
木質バイオマス
導入プロジェクト

市街地・赤瀬川地区

木パレット，未利用材，
製材端材

５－１．環境教育向け
小水力発電事業
プロジェクト
（尾崎公民館）

山下地区

５－２．環境教育向け
小水力発電事業

プロジェクト（高松川）

鶴川内地区

３．未利用材
（バーク※１２・竹材等）

バイオマス導入プロジェクト

脇本地区

４．有機系廃棄物
(生ごみ・畜糞)バイオガス

※１１導入プロジェクト

６．阿久根大島再エネ
（太陽光・小風力発電）
導入プロジェクト

阿久根大島

７．環境教育・啓発活動
プロジェクト

再生可能エネルギー導入 重点プロジェクト４

８．防災拠点施設への
再エネ・省エネ・蓄エネ
導入プロジェクト

脇本地区

折多地区

鶴川内地区

山下地区

西目地区

大川地区

市街地・赤瀬川地区

※１０ ＢＤＦ（Ｂｉｏ Ｄｉｅｓｅｌ Ｆｕｅｌ）:バイオディーゼル燃料。油糧作物（なたね，ひまわり，パーム）や廃食用油といっ
た油脂等を原料として製造する軽油代替燃料。

※１１ バイオガス:メタン発酵において発生する，メタン，二酸化炭素を主成分とするガスのこと。

※１２ バーク: 樹木の皮。
20
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4-1 BDF導入プロジェクト

回収した廃油や，休耕田を活用した菜種等の搾油によりBDFを製造して
公用車等への利用を推進して燃料循環利用システムを構築する。

【市内全域】

バスへの利用

廃油（一般家庭・レストラン等）

事業者
廃油回収

回収ステーション
BDF製造・給油所

ごみ収集車への利用

バイオディーゼル車
資源の有効活用

住民間コミュニケーション向上 温室効果ガス低減

生きた環境教育

排ガスのクリーン化

搾油（菜種等）
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4-2 総合体育館・温水プールへの木質バイオマス導入プロジェクト

有効利用されていない
地域の木質資源を

集める

地元で加工して
長期雇用にも
貢献する

可能な範囲で
地元で

メンテナンスする

熱や電気は
温水プールや体育館

で利用

余剰あれば
近隣施設への
供給可能性あり

燃料利用のため
チップ等へ加工

ガス化・熱電併給

チップボイラー

間伐材等

建築廃材・
廃パレット等

熱のみ

熱と電気

市内の未利用木質バイオマスを原料として体育会・温水プールでエネルギー利用する。

【市街地・赤瀬川地区】
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4-3 未利用材（バーク・竹材等）バイオマス導入プロジェクト

未利用のバーク（樹皮）をエネルギー利用することで資源を有効活用する。

市内の新しい産業として経済効果も狙う。将来的には竹材のエネルギー利用も検討す
る。

製材などの過程で出てくる
未利用のバークを集める

バークを
エネルギーの原料として
利用できるような形状に

加工する

将来的には竹も利用

熱を使う施設に対して
バークを燃料として

販売する

公
共
施
設

工場

温浴施設

【鶴川内地区】
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4-4 有機系廃棄物(生ごみ・畜糞)バイオガス導入プロジェクト

有機系廃棄物（生ごみ，焼酎粕，鶏糞，牛糞など）の混合原料によるバイオガス事業。
原料の出し手と熱利用者，耕種農家など多くの関係者が関与し，
それぞれが利益や便益を享受するプロジェクト。

電気

熱

液肥

肥料・家畜敷料

バイオガスプラント
熱電併給
プラント

バイオガス

電気

熱

畜産農家

電力会社など

原料運搬

処理料

処理料

処理料

処理料

処理料

原料運搬

原料運搬

原料運搬

原料運搬

売電料金

固形残渣※１３

耕種農家

料金

バイオガス事業者
（共同事業主体）

売熱料金

肥料料金，散布料金

消化液（散布含む）

生ゴミ・加工残渣

し尿，浄化槽汚
泥

家畜糞尿

農業残渣

焼酎粕

バイオガス

将来的に経済性が成立した場合の可能性
• バイオガスを精製して都市ガス導管へ注入
• ＬＰＧに一部混合して使用 等

【脇本地区】

※１３ 固形残渣：廃棄物処理において発生する固形状の不要物のこと。
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4-5-1 環境教育向け小水力発電事業プロジェクト（尾崎公民館）

尾崎地区（シンボル水車） 小型水力発電による教育イメージ

尾崎公民館（又は周辺）へ「ピコ水力」※１４発電機を設置し，小学校周辺の防犯灯と
して利用し，小学生等の学習教材として活用する。

【山下地区】

※１４ ピコ水力: 出力1kW未満の極めて小規模な発電設備

写真：恵那市ウェブサイト（東野小学校）

写真：恵那市ウェブサイト（中津川工業高校）
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田代地区（鶴川内小学校近く）

写真: 小型水力発電機及びLEDの設置事例（種子島西之表市）

小型水力発電機とLED照明のイメージ小型水力発電機とLED照明のイメージ

高松川の鶴川内小学校付近へ数W〜1kW程度の水力発電機を設置し，
小学校周辺の防犯灯として利用し，小学生等の学習教材として活用する。

4-5-2 環境教育向け小水力発電事業プロジェクト（高松川）

【鶴川内地区】
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宿泊棟（A棟・B棟）の屋根に太陽光発電，空きスペースに小型風力発電機1基を設置し，施設

への電力供給を行う。生徒向けの環境教育施設として活用すれば年間を通して施設稼働率
が向上し，体験型観光地として市外からの訪問者増加も期待できる。

4-6 阿久根大島再エネ（太陽光・小風力発電）導入プロジェクト

屋根上で太陽光発電

小形風力発電

イラストマップ出典：(株)日本水泳振興会パンフレット

小枝を

燃やして
発電する
バイオ

ライト※１５ （写真：mont-bell
社ウェブサイト）

学習キット（左：風力発電 右：ソーラーカー）

（写真：LEGO Educationカタログ）

※１５ バイオライト：小枝を燃やし焚き火にでき，その熱を用いて発電やデバイスの充電ができるキャンプ用品。
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4-7 環境教育・啓発活動プロジェクト

小型水力発電の設置や，阿久根大島における再エネ設備導入，公共施設屋上
への太陽光設置などで生きた環境教育の場を活用する。市民団体や外部講師な
どとも連携して積極的な活動を促す。

【市全域 小・中・高等学校】

小学校の屋根置き太陽光パネルと発電状況画面 環境学習会の開催

写真：文部科学省「エコスクール・パイロット事業」ウェブサイト（富山市立豊田小学校）

写真：ソーラークッカー作り
文部科学省「エコスクール・パイロット事業」

（横浜市立新羽小学校・中学校）
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4-8 防災拠点施設への再エネ・省エネ・蓄エネ導入プロジェクト

災害等の非常時でも安心して事業の継続・復旧を図ること（事業継続計画：Business 
continuity planning，BCP）ができる環境づくりを進めるために，災害時に地域の避難施設と

なる防災拠点施設等に，太陽光発電・小風力発電等の再生可能エネルギーを導入し，災
害時でも使えるように蓄電池を導入していく。

併せて，省エネルギー／温室効果ガス削減を目指したカーボン・マネジメント※１６システム
の構築を図り，地域内でエネルギーを自給自足できるまちづくり等に取組む。

防災拠点施設（公共施設等）

出典：阿久根市地域防災計画

【市全域 公共施設】

防災拠点施設
（公共施設等）
地元産電力を利用太陽光発電

小風力発電 バイオマス発電

小水力発電

【創エネ（再エネ）】
【蓄エネ】

照明LED

BEMS（エネルギー制御）

熱源・空調更新

蓄電池

電気自動車（EV）

【省エネ】

【防災拠点施設（避難施設）】

※１６ カーボン・マネジメント： 地方公共団体実行計画(事務事業編)の年度ごとのＣＯ２排出削減対策を推進管理するツールとし
て，「企画」，「実行」，「評価」，「改善」の４つのステップ構成されるマネジメントシステムの一種である。
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地域経済循環５

石油に１万円使った場合 阿久根産エネルギー（電力，ガス，熱）に1万円使った場合

地域の燃料店

東京の石油会社

200円

800円

©freedesignfile.com

産油国

1万円

1万円

地域でお金が循環し，エネルギーに
関係ない業種の収入にもなり，地域
雇用が増える。

0

¥10,000 
¥8,000 

¥6,400 
¥5,120 

初回 ２人目 ３人目 ４人目

4人目までの
合計で

29,520円

みんなが収入の80%を市内で使った場合

現状 将来もし実現できれば，，，

• 外の資源ではなく，できるだけ阿久根の資源を購入することで，お金を阿久根の中にとどめ，地域雇用を増やす。

※9,800円が域外に流出

9000円

（※地域経済分析システム（RESAS，内閣府）によると阿久根市の地域経済循環率は81.6%）

 将来期待される地域経済循環イメージ
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事業推進体制６

再生可能エネルギー事業の推進

（仮称） 阿久根市

再生可能エネルギー事業検討委員会

事業者

研究

機関

アドバイザー

国・鹿児島県

関連団体

意見
提言

要請

事業支援

事業支援 地域が主体となった
事業参画

市民

阿久根市

【庁内委員会】
事業支援

■事業推進体制のイメージ



地域に貢献する省エネ・再エネの事業を推進するための組織化を検討する。
３階層の組織を枠組みにして阿久根市に適する組織を考える。

阿久根市再生可能エネルギー
事業検討委員会（仮称）

様々な立場の個人，団体が参加して
自由に意見を出し合える場を創出

地域エネルギー会社

市民の声を生かしつつ地域のエネルギー事業を企画・
支援する会社（志を共にする複数社の共同出資会社）
役割： 専門知識と経験の蓄積

資金調達支援
コンサル機能（技術，補助金，経営）

個別の事業体
個々のエネルギー事業を運営する会社団体例:
• バイオガス事業:畜産農家と熱供給公社などとの
共同出資会社

• 木質バイオマス事業:林業家と熱需要会社などとの
共同出資会社

• 自治会太陽光発電事業:自治会が主体となって
事業を行う組織

阿
久
根
市

参加
事務局機能

出資
補助

出資
補助

意見

出資
企画支援
運営支援

意見

（可能性）

（可能性）

事業に取り組む体制の一例

事業推進体制の一例

32



33

地域エネルギー会社の一例

再生可能エネルギー事業を推進していくための地域エネルギー会社の体制イメージである。

注意）上記の体制は一つの案であり，今後，事業構築の際に詳細検討を進める

阿久根市

グリーンファンド
(一般社団法人

グリーンファイナンス
推進機構)

阿久根市内
民間企業等

志民（阿久根/全国）

金融機関
（例）

鹿児島銀行

南日本銀行

鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫

JA鹿児島いずみ

（仮称）あくね
自然エネルギー
ファンド
（ＬＬＣ※１７)

（仮称）あくね
エネルギー会社
（ＳＰＣ※１８)

各種
省創エネルギー事業
（主にＯ＆Ｍ※１９）

国等 阿久根市

各事業体／
地域住民

（雇用の創成）

出資

出資

出資

出資

市民出資出資

社債
（15年）

助成 助成

協融

返済

設備リース

金融機関
（例）

鹿児島銀行

南日本銀行

鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫

JA鹿児島いずみ

グリーンコープ方式
（例）毎月１口五百円出資

あくねエネルギー会社構想（案）

使用料

※１７ ＬＬＣ（Ｌｉｍｉｔｅｄ Ｌｉａｂｉｌｉｔｙ Ｃｏｍｐａｎｙ）: 合同会社。2006年に施行された新会社法によって認められた新しい会社の形態。

※１８ ＳＰＣ（Ｓｐｅｃｉａｌ Ｐｕｒｐｏｓｅ Ｃｏｍｐａｎｙ）: 特定目的会社。資産流動化法に基づき，資産を取得・保有し，その資産を裏付けにした証券を発行して資金を集めることを目的として設立された法人のこと

※１９ Ｏ＆Ｍ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ&Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）: オペレーション＆メンテナンス。導入した設備・機器の運用・保守業務を指す。


